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　米國ロiエル天文皇EC．スライファ博士殿
　本會長山本一清博士の御紹介により，こXに突然手紙を差上げる光榮を御許
し下さい．小生は，東亜天丈協會観測部火星課長の席を汚すものであります
が，去る1939年度の火星の樹衝に際し，博士が南阿ブル1ムフオンタイン観測
所に出張されて，撮影された驚異すべき素晴しい爲眞観測結果を，最近，Los
Angeles　Examiner新聞紙上に於て拝見するの光榮を：有し，火星面攣化に關
する貴論文に耀し，非常なる興味を惹起致し，流石，火星観測に世界的貢献を
なされつXある博士並に貴天文壼の御努力に干し，最高の敬意と奪敬を表する
ものであbます．
　さて，吾k東亜天文協會火星部におきましても，去る1935，1937及1939年度
の封衝に於て，8～32下級，屈折，反射各望遠鏡を動員して，最：も良心的な立
場に於て三三観測を遂行し，本邦に於て遊星表面の半歩親旧に精進しつ玉ある
ものでありますが，吾々が昨1939年本邦に於て遂行しました槻測結果を，博士
の優秀なる爲眞観測に比較しまして遙に及ばざることは勿論ではありますが，
博士の結論された下記5項目，即ち……
　1）　南極冠の規則正しい縮少．
　2）　ソリス湖（Salis　Lacus）の形状，面積の焼化．
　3）　ゴメ1ル簿（Cimmer，ium海の北西端）の署しい檜大．
　4）大シルチス（Syrtis　Major）の北西に新」・潮の出現．
　5）　バンド1ラ海峡（Pandora　Fretum）の清：失：（叉は極端な淡化）．
の屯1）2）3）及5）の4項目は確實に認める～二とが出來ますが，4）の新小
湖は，如何にしても認め得ませんでした．
　尚叉，3）のゴメiル轡の増大は，1939年には勿論認めておりますが，1937年
度の槻測を調査致しました庭，渡邊恒男君が，このゴメ1ル選の四大現象と共
に，4）の大シルチス西北の小湖を，博士が獲見せられた位置に，すでにキヤツ
チし，スケッチをとっておりますことにi氣付ぎました．樹，同君の用ぴました
望遠鏡は，京都の花山天文墓の30糎ク。ク屈折赤道儀で，倍率は，主として420
×を使用藪したものであります．
　それで，同君の記録中，野営に酷似したスケッチ及び記鋒をピックアップして
記述し，且，複爲爲眞を添付し，博士の御査閲を得て以て，御判断御批評を仰
ぎ度く，お願Pt申上げる次第であります．
　上記渡邊君は，1936年九月17日より，1937年九月24日迄の13ケ月間に渉って
熱心なる連績観測により，101放のスケッチを得，且つ1枚毎に，同君の最：も良
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心的な観測を話したも．のであ． 閧ﾜす．その申の貴論3）に關する■ケ。チはNo．
49，52，53，56，71，73，76，79，80，81及82に，叉4）に關するスケ。チはNo．
65，68，70，72，73，．74，75及95に認め得らるNものであります．
　今，も少し詳細なデ1タを下記することに致します．
　　　　　　　　　　　　ゴメ1ル燈の増大に魍するもの
　五月6日　3h　3御〔以下全部日本中央標準時）シ1・fング7～5－Cyclope轡，
　　　著しく濃し（No．49）
　五月9日　1h　30mシiイング6－Cerberus濁太く濃し（No．52）
　五月9日　3h　4⑪m　　同　　上　　　　　　　　　（No．53）
　五月10日　3h　30・・シ1イング7－M．　Cimmerium北西部著しく濃く2っの
　　　Pensulaに完全分離，北端0。附近に迄蓬す（No．56）
　六月2日20h　Omシ1イング9～10－M．　Cimmerium，　M．　Tyrrhenumザラ
　　　ザラとして濃線色斑購歌7Loes‡rygon　S．，　Cimmeria　Insula，　Draco・
　　　nis　Promon．tGriinm等鮮やかPこ見え，　Cyclope　S．，　Cerberus　S．，が非常
　　　に・奇妙な形激を示し，との邊一帯M．CimmeriulnよりWhite　Brid即
　　　により切断され猫立してみる．
　六月3日22h　Omシ1イング8～9一同℃くM．　Cimmeriumの北西猫二二
　　　端十3。附近，ボンヤリと掴み難い形状，canal　2本明らかに見える．（No．
　　　73）
　六月4日21h　45mシ1イング5～7－M．　Cimmeriumは濃く，　Cimmeria
　　　Insulaが明らか，　Cyclope轡，　Cerberus溝は共にMareより分離さ
　　　れてるる檬だが判然とし．ない．濃さがMareに比しグット落ちてみる事
　　　は確實，多分之よりNubis　Lacusに走るCanalが非常に太く濃い：爲，
　　　見誤るのかも知れないが，Cyclope轡歯太いから，　Cimmerium海北西
　　　端（ゴメ1ル轡？）の異駄な攣化ではなV、か？枝の北端は十10。に及ぶ
　　　か？　（No．79，80）
六脚 撃撃訣|綴1瞬・して削・齢突躇しく勘
　　　Canalか岬か見當が付かぬ位になった．北端＋10。に垂んとす（No．81，
　　　82）
　　　　　　　　　　　シルチス北西隅の小斑職について
　五月29日23h　O皿一Nilosyrtis，　Astabolas共に明瞭，～二の記者に狡まれた
　　　syrtisの・A部分濁立してみる（No．65）
　五月30日22h　Om－Syrtisの北西部淡V・が明瞭に切断されてるる（No．68）
　六月2日　Cih　4Elm　一Syrtisの北西部Astabolasの北側に何か煤けたSpot　？
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　　がある．不規則な形状，濃し，然し飴り著しくない（No．70）
　六月2日23h　40瓜シ1・fング10～8－Meloe島，　Corner灘，不規則なCon－
　　　densationが認められ，丁度塵が引掛つた様な氣がする。　Astabolas及
　　　Astabola泉Astusapes観測開始と同時に明瞭に見えた（No．72）
　六月3日22h　Om一シ1イング9一一凄V・叢静かな夜Tyrrhenumが美しく濃
　　　緑色の斑黙の集合に分離出來た11Syrtisの北西隅にモ1ロ1とした斑
　　　黒占が見える何か？　金畳を起し相な程だが確竃，明確な形駄の掴めぬハ
　　　ガユサ（No．73）
　六月3日23h　20mシ1イング9～8一時々静まった二等ク。ク30糎に780倍を
　　　用ひても少しも爾しれを見せぬ位．Syrtisの西側の不規則三三は確實に
　　　キャッチ出來た．2本の不規則状還河が交叉黙に於てまとまりのつかぬ恰
　　　好のCondensationを形成してみるのだ11（No．74）
　六月4日　1h　20mシ1イング6・一例のCondensation微かに振がつて而も明
　　　瞭だ（No．75）
　六月6日20h　50mシ1イング8～7－Meroe島強い桃黄色で，この爲か，時
　　　々この部分がShadeされてるる様に思はれる．　Syrtisの北西隅に不規
　　・則的なShadeが見える。　AstabQlas，　Astasapis共に其のestuaryが
　　　割に太く明らか．：先端は細く極端に淡v・．これは前述の不規則shading
　　　（叉はCondensation）に依るか？この日Euphlates，　Typhonis，　Orontes
　　　との交黒占に約1秒間非常に淡V・小斑黙が3つ完全に見えた（No．95）
　以上の如くで，渡邊君自身も，上記の観測に回しては，：充分なる自信を有し
ており，博士の詳細なる三論明を得ることが出來れば，これ以上の幸はない
と，大ハリキリでありますので，何分博士のよろしき御推断と，今後の御指導
の程切望致す次第であります．
　倫，今後は，本四においても，中口径反射屈折により，火星二品をも計書致
しておりますれば，何卒今後のよろしき御指導の程願ぴ上げます．御指導の意
味において博士御撮影にかSる驚異的な火星爲眞若干一二與賜らば吾人の光榮
これに過ぐるものはございませんe
　以上甚だ無言ながら御願ぴ迄．
　　　1940年十二二月3日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東亜天目協會遊星面課長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　優　　蝿　　英　　太　　郎
＊英課して蛋途された。
